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脱炭素社会実現に向けた
ほくでんグループのGXの取り組み

2023年10月30日
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産学官金連携コンソーシアム 「Team Sapporo-Hokkaido」 主催
学生向けシンポジウム
「－学生の知るべき未来が、今ここに－ 北海道GXの可能性と金融・エネルギーの将来」
パネルディスカッション 「北海道ＧＸの可能性と金融・エネルギーの将来」

北海道電力株式会社

経営企画室 企画・政策グループ 今井 亮介
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2050年カーボンニュートラルを目指して
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ほくでんグループは北海道における「エネルギー全体のカーボンニュートラル」の実現
に最大限挑戦します。

◼将来のエネルギー需要のイメージ

電化が困難な需要は、
道内の再エネ等から製造した

水素・アンモニア等で代替

◼将来のCO2排出量削減のイメージ

発電部門からの
CO2排出量

50％以上低減
革新的技術の

導入などにより
発電部門からの
CO2排出ゼロ

道内の再エネ等から水素・アンモニア等を製造し、
電力以外のエネルギーのCO2を削減
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カーボンニュートラル2050ロードマップ

再生可能エネルギーの導入拡大や泊発電所の活用などのこれまでの取り組みに加え、
革新的技術の活用など、あらゆる手段を総動員していきます。
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経年化した石油・石炭発電所の廃止

2030年まで 2050年に向けて

再生可能
エネルギー

原子力

道内外で30万kW以上開発 さらなる開発

泊発電所の早期再稼働 最大限活用

火力

CCUS※ 実証試験への参加・知見の獲得 試験導入 本格導入

電化の推進、省エネ機器・太陽光発電・蓄電池などの導入
燃料電池による水素の利活用
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家庭・業務部門

運輸部門

産業部門 電化の推進、水素の利活用

電気自動車（EV）や燃料電池車（FCV）・バス・トラックの導入
鉄道、船舶、飛行機などでの水素の利活用

※Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage：分離・回収したCO2を再利用したり、地中等へ貯留する技術

水素・アンモニアの利活用

小規模製造、オンサイト活用 大規模製造、道外移出

ネットワーク
新々北本運開（再エネ電気等を道外へ）、新々北本の増強工事着手
再エネの接続拡大、需給運用の高度化
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北海道の地域特性を活かした取り組み
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カーボンニュートラル実現に向けては、供給面、需要面とも、北海道の地域特性を活か
すことで、脱炭素化の取り組みに関して、国内の他地域に比べてより多く貢献ができる
ものと考えています。

≪供給面≫再生可能エネルギー発電の導入拡大
≪需要面≫電化の拡大、水素需要の拡大

◼再生可能エネルギーなどの主な道内分布

※参照：北海道「北海道水素社会実現戦略ビジョン」
(改訂版)を基に当社作成

◼ 1世帯当たりの年間エネルギー種別消費量
（2021年度実績）

※出所：環境省「令和3年度家庭部門のCO2排出実態統計調査
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具体事例①水素事業の取り組み
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水素の製造・利活用は、脱炭素のキーテクノロジーの一つ。

国や北海道、各自治体、他企業とも連携しながら、北海道の豊富な再生可能エネルギー
から水素を製造し、様々な分野で利用する「水素サプライチェーン」を構築していくほか、
将来的には、北海道が水素社会のパイオニアとなることを目指します。

◼水素製造設備の設置・運用◼北海道における水素利活用の将来イメージ

水

電気

水素 水素

水電解装置 水素ホルダー 水素出荷設備

整流器 電解槽 水素圧縮器

（写真）水電解装置ユニット
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具体事例②火力発電の脱炭素化
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カーボンニュートラル実現に向けて再エネ電源が増えていく一方で、電力の需要と供給
のバランスを保つ調整力として、火力発電の脱炭素化に挑戦しています。

➢CCS/CCUS事業の開始に向けた共同検討・実現可能性調査
➢水素・アンモニアの混焼・専焼技術の導入に向けた設備検討

◼苫小牧エリアにおけるCCUS実施イメージ

※Enhanced Oil Recovery：油田などへCO2を圧入し、原油の回収率を向上させる技術


